
資料３  

管内市町村取組事例  

ゼロカーボンの取組事例  

実 施 主 体 小清水町  

取 組 経 過 再生可能エネルギー導入目標の策定  

取 組 内 容 

 

 

本年度「地域脱炭素実現に向けた再エネの最大限導入のための計画づ

くり支援事業」活用し、町内の再エネポテンシャルの調査等を実施し、

今後の展開を図る。  

 

 

実 施 主 体 小清水町  

取 組 経 過 太陽光等  

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

住宅取得費助成事業（一部抜粋）  

新たに、町内に住宅を取得された方に、取得費の一部を助成します。 

省エネ対策  

・太陽光発電システム最大出力値  

１KW につき 2 万円 (上限１０万円 ) 

・蓄電池システム設置 10 万円  

（太陽光発電補助について、H21～H25 の 5 年間実施済）  

実 施 主 体 興部町  

取 組 経 過 ①北海道大学との共同研究 ②興部町ゼロカーボン推進会議  

取 組 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①北海道大学と地域脱炭素に向けた共同研究の実施  

   ・興部町の地域を反映した炭素排出量・固定量の把握  

    ～より地域の実態に即した炭素排出量及び固定量を調査  

   ・住民主体（ボトムアップ型）脱炭素計画の策定  

    ～脱炭素達成に向けて、役場職員、住民向け勉強会の実施  

     から、産業・コミュニティの意見を反映した計画作り  

②脱炭素と持続可能な町づくりを目指す興部町ゼロカーボン推進会議の設立準備  

   ・興部町ゼロカーボン推進実務者会議の開催  

    ～農協、漁協、建設、金融、役場の事務方でコンソーシアムを形成。 

    ～情報交換を図り、問題・課題を共有し、解決へと繋げる  

     組織づくりを目指す。  

実 施 主 体 西興部村  

取 組 経 過 酪農における糞尿処理の課題解決に向け、バイオガス発電に取り組ん

でいる  

取 組 内 容 

 

150kwh×2 基のバイオガス発電施設を設置し、FIT 制度を活用した

売電を令和元年度から行っている。  

 


